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令
和
３
年
４
月
就
業
に
向
け
て
の
、
今
年
度
の
就
業
期
間

並
び
に
就
業
年
齢
制
限
に
伴
う
交
代
要
員
の
公
募
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
、
１０
月
の
理
事
会
に
お
い
て
別
表
の
通
り
決
定
い

た
し
ま
し
た
。 

こ
の
交
代
は
、
就
業
規
約
第
７
条
及
び
第
８
条
に
基
づ

く
、
同
一
職
種
で
の
長
期
間
就
業
の
是
正
と
加
齢
に
よ
る
体

力
、
判
断
力
の
衰
え
に
よ
る
安
全
就
業
対
策
と
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

該
当
会
員
の
皆
様
に
は
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
ま
し

て
事
務
局
よ
り
案
内
状
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
就
業
を
希

望
さ
れ
る
会
員
は
ぜ
ひ
応
募
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
事
業
推
進
委
員
会
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

講
話
を
熱
心
に
聴
く
学
童
交
通
擁
護
就
業
会
員
の
皆
さ
ん 

 

９
月
と
10
月
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た 

事
項
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
、
議
題 

㊀ 

新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て 

㊁ 

就
業
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

二
、 

協
議
事
項 

㊀  日 程 スケジュール内容 

(令和２年) 

１１月 下旬  

・就業期間及び就業年齢制限該当会員への通知書 

 及び公募申込書関係の案内状郵送 

・未就業該当会員への公募申込書関係案内状郵送 

１２月 7日（月） 

１２月 16日（水） 

 申し込み        開 始 

 同上           締切り 

(令和３年) 

１月下旬～ 

２月上旬 

選考会議（合否判定） 

   ２月 上旬 選考結果通知 

２月 上旬～ 就業確定会員就業先挨拶（学校他） 

２月 上旬～ 新・旧就業者引継ぎ開始 

３月 中旬 就業確定会員の研修 

３月 下旬 就業確定会員O・J・T 

４月 １日（木） 就業開始 

(注)今年度は新型コロナの関係で説明会の開催、面接の実施はいたしません 

 

 

就
業
制
限
に
伴
う
交
代
要
員
の 

公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ご
案
内 
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安
全
就
業
標
語
募
集 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
自
ら

が
安
全
就
業
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
安
全

に
就
業
す
る
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
、
事
故

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
３
年

度
「
安
全
就
業
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

募
集
締
切 

令
和
２
年
12
月
10
日(

木) 

募
集
対
象 

全
会
員 

テ
ー
マ 

各
１
点
（
原
則
と
し
て
） 

テ
ー
マ
１ (

財
団
共
通) 

「 

危 

険 

予 

知 

」 

テ
ー
マ
２ (

当
セ
ン
タ
ー
設
定) 

「 

経
路
途
上
の
自
転
車
事
故
防
止 

」 

応
募
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
進
呈
。 

※
応
募
方
法
等
は
11
月
15
日
号
「
シ
ル
バ

ー
西
東
京
」
に
折
込
み
で
案
内
し
ま
す
。 

(

安
全
管
理
委
員
会) 

今
年
度
初
の 

出
張
入
会
説
明
会
開
催 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
年
度
初
の
出
張

入
会
説
明
会
が
10
月
12
日
（
月
）
谷
戸

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
予

防
の
た
め
、
当
日
、
検
温
・
マ
ス
ク
の

着
用
は
当
然
の
事
で
す
が
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
換
気
の
徹
底
な
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
緊
張
感
の
中
、
会
場
の

広
さ
の
関
係
で
10
名
限
定
に
て
募
集

し
9
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
退
出
時

は
、
机
、
椅
子
、
備
品
の
ほ
か
体
が
触
れ
た
と

こ
ろ
は
、
す
べ
て
消
毒
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

以
前
と
は
異
質
な
準
備
と
後
の
清
掃
な
ど
に

時
間
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
9
名

の
方
が
全
員
入
会
さ
れ
、
次
に
つ
な
が
る
結

果
で
、
安
堵
し
ま
し
た
。
3
密
な
ど
に
注
意

を
徹
底
し
出
張
入
会
説
明
会
を
実
施
し
、
会

員
増
強
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
研
修
部
会
） 

新
事
務
局
員
紹
介 

  

 

令
和
２
年
１０
月
１
日
よ
り
、
西

東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
わ
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
職
場

の
方
々
や
会
員
の
皆
様
に
ご
指
導

い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
々
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
１

日
で
も
早
く
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

（
事
務
局
分
担
表
が
一
部
変
更
に

な
り
ま
す
。
本
誌
中
刷
り
参
照
。） 

清水 健一主事 

＜趣味＞ 

野球・車・料理 

活
動
紹
介
フ
ェ
ア
開
催
の
お
知
ら
せ 

１２
月
１６
日
（
水
）
か
ら
１８
日(

金) 

時
間
：
１０
時
か
ら
４
時
ま
で 

場
所
：
ア
ス
タ
２
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト 
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令
和
２
年
９
月
・

月 

定
例
理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

開
催 

9
月
25
日 

10
月
28
日 

 
９
月
と
１０
月
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た

内
容
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。 

「
議
題
」
の 

１
．「
第
１
号
議
案
」
は
、
両
月
と
も
「
新
入

会
員
の
承
認
に
つ
い
て
」
で
し
た
。 

＊
本
誌
中
刷
り
参
照
。 

２
．「
協
議
事
項
」
に
つ
い
て 

①
「
令
和
２
年
度
第
２
回
地
域
班
長
会
議

に
つ
い
て
」
は
、
日
程
（
１１
月
１２
日

（
木
）
午
前
１０
時
～
「
コ
ー
ル
田
無
」

地
下
２
階
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）
と
議
題

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

②
「
令
和
３
年
度
活
動
方
針
・
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
」
は
、
作
成
に
関
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
提
示
が
あ
り
ま
し
た
。
各

委
員
会
・
部
会
に
作
成
に
あ
た
っ
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
提
示
さ
れ
開
催
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

３
．「
報
告
事
項
」
に
つ
い
て 

①
「
退
会
者
に
つ
い
て
」
は
、
本
誌
中
刷

り
参
照
。 

②
「
事
業
報
告
に
つ
い
て
」
は
、
本
誌
４

頁
下
段
の
「
事
業
実
績
状
況
」
参
照
。 

③
「
新
年
度
（
令
和
３
年
４
月
）
就
業
開

始
交
代
要
員
公
募
に
つ
い
て
」
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
提
示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。「
公
募
要
項
」
は
、
本
誌
１
頁
を

参
照
。 

④
安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
「
令
和
３
年

度
『
安
全
標
語
』
の
テ
ー
マ
お
よ
び
公

募
日
程
に
つ
い
て
」
の
提
案
は
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。「
募
集
要
項
」
は
、
本
誌

折
込
み
を
参
照
。 

⑤
１０
月
１６
日
、
植
木
班
の
ベ
テ
ラ
ン
会

員
が
就
業
中
に
梯
子
か
ら
転
落
し
て
、

亡
く
な
ら
れ
た
と
、
事
務
局
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

 

   

 

 

こ
れ
っ
て 

熱
中
症
？ 

 

小
学
校
の
施
設
管
理
を
さ
せ
て
い
た
だ 

い
て
い
る
、
今
年
九
月
最
初
の
土
曜
日
、 

昼
食
を
済
ま
せ
一
息
つ
き
、
一
時
か
ら
の 

施
設
利
用
の
準
備
を
と
事
務
室
を
出
よ
う 

と
し
た
時
で
し
た
。 

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
症
状
、 

頭
は
ボ
ー
ッ
と
し
、
立
っ
て
居
ら
れ
な
い 

状
態
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。 

施
設
管
理
員
は
、
就
業
中
、
常
に
携
帯 

用
セ
コ
ム
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
し
、
す 

ぐ
近
く
に
は
救
急
病
院
も
あ
る
も
の
の
、 

さ
す
が
に
こ
の
時
は
一
瞬
ど
う
な
る
の
か 

と
心
穏
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
ば
ら
く
し
て
、
施
設
利
用
者
が
事
務 

室
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、
ほ
ぼ
、
普
段
通 

り
に
対
応
が
で
き
、
事
な
き
を
得
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
九
月
と
は
言
え
な
い
よ
う 

な
暑
さ
の
中
、
マ
ス
ク
を
付
け
、
午
前
中 

だ
け
で
歩
数
も
一
万
歩
を
超
え
、
想
像
以 

上
に
汗
を
か
い
て
い
た
よ
う
で
す
。 

そ
ん
な
中
、
飲
み
物
は
水
と
お
茶
だ
け
、 

昼
食
も
さ
ほ
ど
塩
気
の
あ
る
物
を
口
に
し 

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
一
時
的
に
、
塩
分 

不
足
に
陥
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

こ
の
事
が
あ
っ
て
以
降
、
妻
の
言
い
つ 

け
通
り
経
口
補
水
液
を
持
ち
歩
く
よ
う
に 

な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
、
年
齢
と
相
談
し
な
が
ら
、 

で
も
、
年
齢
に
負
け
な
い
よ
う
、
新
し
い 

生
活
環
境
に
順
応
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て 

い
ま
す
。 

（
理
事 

海
老 

洋
） 

 

 

ね
ん
り
ん 

  
 

第
166
号 

  

踏
切
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

秋
の
交
通
安
全
週
間
中
に
9
月
23
日

～
30
日
の
平
日
、
踏
切
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。 

24
，
25
両
日
が
雨
の
た
め
、
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
20
名
の
方
の
参
加
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
12
月
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
） 

 

 

 

悲
し
い
お
知
ら
せ 

就
業
中
に
転
落
事
故
死 

去
る
10
月
16
日
、
植
木
班
の
ベ
テ
ラ

ン
就
業
会
員
（
70
才
）
の
死
亡
事
故
が
発

生
い
た
し
ま
し
た
。
事
故
状
況
は
二
連
ハ

シ
ゴ
で
別
の
就
業
会
員
が
ハ
シ
ゴ
を
抑

え
な
が
ら
作
業
中
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

転
落
し
頭
蓋
骨
陥
没
骨
折
。
救
急
車
で
武

蔵
野
日
赤
病
院
へ
救
急
搬
送
さ
れ
緊
急

手
術
を
行
い
ま
し
た
が
、
翌
17
日
に
他

界
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

事
故
時
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安
全
帯
の

装
着
が
さ
れ
て
い
れ
ば
、
今
回
の
大
事
故

に
繋
が
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

思
う
と
残
念
で
慙
愧
に
堪
え
ま
せ
ん
。
ま

た
、
過
日
も
除
草
班
で
熟
練
就
業
会
員
に

よ
る
刈
り
払
い
機
使
用
に
よ
る
第
三
者

へ
の
器
物
の
賠
償
事
故
が
発
生
し
て
お

り
安
全
就
業
基
準
に
そ
ぐ
わ
な
い
作
業

に
よ
る
事
故
が
続
い
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
の
東
京
し
ご
と
財
団
管
内
の

植
木
剪
定
事
故
は
51
件
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
内
の
22
件
（
43
％
）
が
墜
落
、

転
落
に
よ
る
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
は
危
険
予
知
の
欠
如
、

加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
が
主
た

る
原
因
と
み
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
事
故

を
受
け
て
、
10
月
26
日
渡
邊
会
長
出
席

の
も
と
に
、
植
木
班
の
緊
急
会
議
を
開

き
再
発
防
止
に
向
け
た
安
全
就
業
の
再

徹
底
を
致
し
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
29
年
度
に
続
い

て
、
令
和
元
年
度
の
優
良
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
先
日
財
団
よ
り
表

彰
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
回
の
事

故
を
教
訓
と
し
て
、
原
点
に
か
え
っ
て

「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
の
理

念
の
も
と
に
安
全
就
業
基
準
を
順
守
し

事
故
の
無
い
就
業
に
邁
進
し
ま
し
ょ

う
。 危

険
予
知 

： 
 

先
を
よ
む 

作
業
手
順
が 

事
故
防
ぐ 

（
安
全
管
理
委
員
長 

山
田 

孝
輝
） 
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西武池袋線、ひばりヶ丘駅の表玄関、南口パルコ、

商店街を通り抜け住宅街が立ちならぶ、ひばりが丘

一丁目、二丁目がひばりが丘 1 班の地域です。現在

再建中の中原小学校も明年一月から開校、子供達の

元気な姿、元気な声が聞こえてきます。 

会員数は、シルバー３５班の中でも一番少なく１

５名（男性５名、女性１０名）で男性会員が少ないで

すが皆さん頑張っておられます。今後の男性会員入

会を心待ちにしています。私達は新型コロナウィル

ス感染拡大という未曽有の試練に直面しておりま

す。その中にあって市報配布など、シルバー人材セ

ンターから受けた業務になんとか対応しております

が、年齢的にも７５歳以上がほとんどで、新メンバ

ーの入会も思うに任せず、高齢化が加速する一方で、

正直、いつ誰がダウンしてもおかしくない状況です。 

年２回行われます班会議では、平均５０％の出席

率ですが、活発な意見も出ます。先日は業務改善の

意見として、市報や議会だよりの欠落ページの差し

込み作業の件について、配達員の業務から取り除い

ていただくよう改善を要望致しました。シルバー人

材センターがさらに発展できますように現場の声が

届きますようにとの思いで一杯です。最後に、当班

では少ない人数の中でボランティア、ゴミゼロ運動、

一つ一つの行事に皆さんが積極的に参加して下さ

り、感謝で一杯です。新たな会員拡大に期待し、地域

の一員として今後も社会貢献ができますよう努力し

てまいります。 

       （ひばりが丘１班 田代美代子）                            

 

 

【地域班だより】  ひばりが丘１班 

 

最
近
の
仕
事
場
の
近
況
を
観
る 

お
は
よ
う
！
お
は
よ
う
か
ら
今
日
も
始
ま

る
仕
事
。
保
谷
南
口
放
置
自
転
車
整
理
指
導

員
8
名
で
す
。
早
番
担
当
は
2
名
で
、
毎
朝

6
時
30
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
今
日
も

頑
張
ろ
う
と
気
合
が
入
る
。
早
番
担
当
は
、
本

来
の
放
置
自
転
車
チ
ェ
ッ
ク
の
傍
ら
美
化
活

動
も
行
い
ま
す
。
冬
は
指
先
が
凍
る
ほ
ど
に

な
る
が
、
私
た
ち
の
健
康
に
大
い
に
つ
な
が

っ
て
い
て
、
毎
日
感
謝
し
て
い
る
次
第
だ
。 

コ
ロ
ナ
禍
が
発
生
後
か
ら
街
の
状
況
が
大

き
く
変
わ
っ
た
。
人
の
動
き
が
大
き
く
減
少

し
、
ゴ
ミ
も
減
っ
た
よ
う
だ
。
ゴ
ミ
が
少
な

く
な
っ
た
の
は
う
れ
し
い
悲
鳴
だ
が
、
マ
ス

ク
の
捨
て
が
増
え
て
き
た
。 

私
達
の
仕
事
は
放
置
自
転
車
整
理
指
導
し

な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
か
ら
始
ま
る
の
が
常
で
す

が
、
街
の
動
き
が
良
く
わ
か
り
、
ま
た
嬉
し

い
こ
と
が
あ
る
。
市
民
の
方
か
ら
ご
苦
労
さ

ん
、
キ
レ
イ
に
あ
り
が
と
う
と
声
を
か
け
て

く
れ
る
こ
と
だ
。 

最
近
も
っ
と
も
増
え
た
の
は
食
事
の
宅
配

便
で
す
。
放
置
自
転
車
を
監
視
し
て
い
る
と

宅
配
便
の
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
が
数
倍
増

え
た
よ
う
に
感
ず
る
。
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト

だ
。
も
う
一
つ
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
海

洋
の
環
境
問
題
で
レ
ジ
袋
が
有
料
に
な
っ
た

こ
と
で
各
家
庭
に
レ
ジ
袋
が
溜
ま
ら
ず
朝
の

ゴ
ミ
拾
い
が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
世
の
中
は
進
化
し
て
い
ま
す
。
今
日
も

頑
張
り
ま
す
。 

（
富
士
町 

笹
田 

昭
男
） 

 

 
 
 

 

声 
(

こ 

え) 

 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
と
私―

FM
西
東
京
出
演 

就
職
で
東
京
に
出
て
間
も
な
く
会
社
の

同
僚
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
出
会
い
ま
し
た
。

５７
年
前
で
す
。
す
ぐ
に
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
入

れ
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本

の
各
地
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が
雨
後
の
筍
の

よ
う
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代

に
、
私
は
西
東
京
市
（
旧
田
無
市
）
に
移
住

（
３２
年
前
）
し
ま
す
が
、
わ
が
家
の
近
く
に

あ
っ
た
「
ひ
ば
り
が
丘
ボ
ウ
ル
」
に
入
り
浸

っ
て
い
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。 

さ
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
歴
史
は
古
く
、
紀

元
前
５
０
０
０
年
前
に
遡
り
ま
す
。
エ
ジ
プ

ト
の
墓
か
ら
木
製
の
ボ
ー
ル
と
ピ
ン
と
覚

し
き
も
の
が
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

時
代
は
下
り
ま
す
が
、「
ピ
ン
を
邪
悪
な
も

の
と
見
立
て
て
退
治
す
る
」
宗
教
儀
式
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、
ゲ
ー

ム
性
が
強
ま
り
、
１４
世
紀
に
入
り
宗
教
改
革

で
有
名
な
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
統
一
し
て
正
式
な
ゲ
ー
ム
と

し
て
確
立
さ
せ
た
そ
う
で
す
。 

日
本
で
は
と
い
う
と
、
１
８
６
１
（
文
久

元
）
年
６
月
２２
日
に
長
崎
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

が
お
目
見
え
し
た
と
か
。 

 
 
 

◇ 

９
月
２０
日
、
Ｆ
Ｍ
西
東
京
の
『
お
と
な
の

喫
茶
店
』
に
出
演
し
ま
し
た
。
趣
意
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
私
の
立
ち
位

置
（
班
長
・
就
業
現
場
・
広
報
等
配
布
）
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
の
中
園
法
子
（
保
谷
町
２
班
・
副
班
長
）

さ
ん
と
の
応
接
の
な
か
で
、
趣
味
と
健
康
に

つ
い
て
問
わ
れ
た
と
き
に
ツ
イ
と
口
に
し

た
の
が
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
こ
と
で
し
た
。 

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
い
ま
で
も
続
け
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
会
員
の
み
な
さ
ん
と
の
親
睦

を
深
め
る
一
助
と
な
れ
ば
と
、
当
セ

ン
タ
ー
の
サ
ー
ク
ル
の
一
つ
と
し
て

Ｎ
．
Ｔ
．
Ｓ
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
も
、
健
康

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
是
非
一
緒
に
！ 

（
北
原
町 

恩
田 

武
雄
） 

 

FM 西東京スタジオにて 
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配
分
金
の
振
込
み
日
は 

10
月
就
業
分 

11
月
16
日
（
月
） 

11
月
就
業
分 

12
月
15
日
（
火
） 

12
月
就
業
分 

1
月
18
日
（
月
） 

事 業 実 施 状 況 

受託件数 
就業 
実人員 

契約金額  就業率 
（％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 47  22,467,047 58.1 93.0 男 77.6 

民間事業等 359  16,233,363 41.9 99.6 女 72.0 

合 計 406 878 38,700,410 100.0 95.6 計 75.6 

令和 2 年 

9 月分 
受託件数 

就業 
実人員 

契約金額  就業率 
（％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 46  26,550,795 61.7 102.2 男 80.8 

民間事業等 361  16,492,425 38.3 82.7 女 73.5 

合 計 407 882 43,043,220 100.0 93.7 計 78.2 

 

会  

員  

総  

数 

男 

性 
 
 
 

 
 

七
三
二 

名 

女 

性 
 
 
 
 

四
〇
四 

名 

合 

計 
 
 

一
、
一
三
六 

名 

（
10
月
28
日
現
在
） 

 

 

 

事業紹介：リフォーム・華工房・家事援助 

女性部会ではコロナ禍の中、独自事業を含め次の３つの就業に力を

入れています。市民の方々へのお声掛けなどご協力をお願いします。 

◎リフォーム 

洋服の寸法直し、ファスナーの取り替え、ズボンの裾上げ、和服からのリ

フォーム等はおまかせください。（受付：火曜日・木曜日（不定期）に事務所

隣室にお出かけください。） 

◎華工房 

ミシン掛けや編物の得意な会員が、バック、帽子、小物類（小銭入れ、保

険証入れ）等たくさんの品物をエコプラザ西東京で展示販売しています。ぜ

ひお越しください。なお、お仲間を募集しています。（作業場所は西原総合教

育施設です） 

◎家事援助 ：家事のお手伝いは経験豊富な会員が責任をもって行いま

す。年末のお掃除はお早めにお申し込みください。包丁研ぎも受け付けてい

ます。（申し込み、事務局まで） 

 

行    事 開 催 日 

活動紹介フェア 12 月 16 日 17 日 18 日 

踏切ボランティア 12 月第 1 週予定 

定例理事会 11 月 27 日(金) ・ 12 月 23 日(水） 

就業相談会 11 月 30 日(月)、12,1,2 月は休み 

入会説明会 11 月 16 日・12 月 14 日・1 月 14 日 

会員新年会 令和３年は中止です 

 

行事予定表（令和２年１１月～令和３年１月） 


